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1．本誌編集室Eさんの私信によると，

白木さんの解説が掲載された本誌2018

年11月号は異例の売れ行きで，刊行か

らしばらくしてからも注文が来る珍しい

号となったそうだ．推察するに，ふだん

は本誌を読まない生命科学研究者が噂を

聞きつけて注文したに違いない．

2．今年度の日本蛋白質科学会・細胞生

物学会合同年会でのワークショップ「相

分離生物学」は，参加者が激減する学会

最終日午後の開催にもかかわらず大盛

況．入りきらない人を収容するため部屋

の壁を外しても立ち見が出る，という異

例の熱いワークショップとなった．

3．2018年8月に亀田倫史さん （産総研） 

が呼びかけて開催された液¬液相分離  

（LLPS） 研究会は，いきなり60名程度の

参加者が全国から集まり， この�月には

すでに3回目が開催され，参加者はうな

ぎ登りである．研究費が関与しない手弁

当での研究会として異例のことである．

ということで，少し見渡すだけで「異

例×3」ということで少しはホットさが

わかってもらえたかと思う．

さて，肝心の本書の内容を見てみよ

う．本書を一読すれば， 液¬液相分離が

どのような経緯で細胞生物学者を熱狂さ

せるようになったのかよくわかる．さら

に，液¬液相分離とさまざまな生命現象

（シグナル伝達，代謝，アミロイドやプ

リオン， RNAなど） とのかかわりが丁寧

に整理されて解説されている．これだけ

の内容を原著論文や英文での総説でイン

プットするには膨大な時間が必要である

ので， これらの部分を読むだけで 「液¬

液相分離」 通になれること請け合いであ

る．

さらに本書は単なる最新トピックスの

羅列ではなく，生命科学の教科書として

も優れている．相分離現象のおもしろ

さ，新しさを理解するには背景となる生

命科学の知識が必要である．本書を読め

ば，タンパク質科学， 細胞生物学， RNA

学， タンパク質研究の最前線，さらには

相分離に関する物理学，タンパク質溶液

理論のエッセンスまで学ぶことができる

という点でもお得な一冊である．

また，ある程度液¬液相分離について

知っている人にとっても本書は味わい深

い．というのは，白木さんなりの考え方

が随所にちりばめられているからだ．

「セキララかがく」のファンならご存じ

のように，白木さんのユニークな思考を

通じて，読者一人一人が考察を深められ

るという点で単なる知識の紹介にとどま

らないのである．たとえば，本書後半で

は「相分離メガネ」をかけてタンパク質

を見直そうという提案が出てくる．そ

う，相分離生物学の本質は細胞内タンパ

ク質の新たな見方の提供なのだ．

本書の対象読者の範囲は広いが，ここ

では特に若い人に読んでほしいと願う．

本書を読んでもわかることだが，相分離

生物学で日本人の貢献は今までのところ

非常に少ない．化学者が生命科学にて大

きく貢献できるチャンスである．本書を

手に取ったシニアな研究者は若手の研究

者， 学生にぜひこの分野を伝えてほしい．

本書は英訳して売り出しても評判になる

のではなかろうか．研究室，いや一家に

ぜひ一冊．そのくらい充実した本である．

（東京工業大学 科学技術創成研究院
 細胞制御工学研究センター　ాޱӳथ）
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本書は生命科学のホットトピックス 

である液¬液相分離の解説書 （教科書） 

である．細胞内でタンパク質はいつも 

均一に分散した状態でいるわけではな

く，タンパク質によっては環境に依存し

て液¬液相分離  （ l iquid¬ l iquid phase  

separation： LLPS） をひき起こし， 関連

タンパク質群が濃縮された液滴 （ドロ 

プレット） を形成して機能することがわ

かってきた．液¬液相分離は Science誌 

が選ぶ2018年のブレイクスルー・オブ・

ザ・イヤーの一つに選ばれたことからも

重要性・新規性がわかるだろう．世界的

にも相分離現象に特化した書籍はまだな

いので，本書はまさに待望の一冊である．

化学者から生命科学者，学生からシニア

な研究者まで幅広く満足させられる書籍

であることを，まずは伝えたい．

本誌読者にとって著者の白木さんは

「セキララかがく」で長年おなじみ，か

つ，2018年11月号の解説，201�年�月

号の座談会で「相分離生物学」について

書かれていることから本書の概要はすで

にご存じであろう．とはいえ，読者の多

くは化学系であることから，もしかした

ら，生命科学における相分離フィーバー

を実感しておられないかもしれない．評

者の周辺で起こったエピソードから，こ

の分野のホットさを伝えてみよう．
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「セキララ新婚日記」を毎日アップして

いたことを思い出す．当時，白木さんと

私は大学院生として同じ研究室で机を隣

にしていた．白木さんはタンパク質工

学，私はタンパク質一次構造解析．その

当時は明確には気づかなかったが，これ

らの分野は当時終焉を迎え，パラダイム

転換が求められていた．博士論文執筆を

控えた大学院生として，その分野でその

ときにどのような振舞いができるか，研

究センスが試されていたのだろう．白木

さんも私も，それぞれの分野のやや古典

的な方法で出せるデータはすべて出した

うえで，周辺分野のテクニック・考え方

を躊躇なく取入れ，博士論文を書き上げ

た．そのときのこだわり，こだわらなさ

のバランス感覚がそのままである．白木

さんが現在も深化させ続けているタンパ

ク質溶液学が「相分離生物学」と結びつ

いた展開も本書で垣間見れる．莫大な古

典科学の積み重ねの上にしかパラダイム

転換は起こらない．タンパク質ドロプ

レットは，最新の機器でなくとも光学顕

微鏡でも観察可能だったという．長年の

積み重ねの上にある現在進行形の研究者

の息遣い，興奮がダイナミックにリアル

タイムに伝わる書籍になっている．生命

科学研究者のワクワクがしばらく続くこ

とを実感させてくれる書籍である．

 （立命館大学生命科学部　ੴਫؽ�）

状態がかかわっている．これまでは当た

り前のようにして，タンパク質を溶ける

状態にして試験管の中で解析していた．

気づかない当たり前が，新しい知見を得

る弊害になっていたことにも気づかされ

る．一対一の相互作用研究だけではわか

らなかったことが見えてくる．そんな相

分離生物学について概観したあとに，細

胞内の生命現象を理解するための指針と

して，タンパク質の「状態機能相関」研

究を提案している．相分離のメガネをか

けてみませんか，という提案．今まで不

思議に思っていた実験結果の理由が見え

てくることもあるだろう．自分の分野

で，新たな仮説や実験デザインを思いつ

いたりすることもあるだろう．こんなこ

ともあんなことも実は説明できるので

は， というワクワク感満載の提案である．

専門書にしてはスラスラ読める．生化

学を少し勉強したくらいの学習記憶と結

びつけて理解できるよう配慮された文体

になっている．この配慮に新しい転換を

多くの人に知ってもらいたいという著者

の白木さんの興奮を感じる．この読みや

すさは，白木さんが生命科学者随一の読

書量を誇り，全体を俯瞰する能力に長け

ているためでもあるだろう．特筆したい

のは，この書籍の文献量と出版タイミン

グの速さである．最新文献をエポックメ

イキングな有名文献と並列に合わせて

300以上引用している．チョロチョロと

自分の分野で目にしていた液¬液相分離

による生命現象の説明が，実は広い範囲

で起こっていて，それを網羅的に201�

年に日本語で理解させてもらえたのが大

きい．白木さんの莫大な勉強量に感謝で

ある．Twitterフォロワーなら感じてい

るはず．これがたゆみない努力である所

以を．毎朝輪読のルーチン （毎昼ラーメ

ン，毎夜金麦も）．毎日である．そして

出版の速さがハンパない．2�年前に実

験の合間に驚く速さで数千字からなる
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生命科学に携わることになったのは，

「生体分子を解析することで生命の神秘

を理解できる，というワクワクする予感

があったから」という人も多いと思う．

地道に研究を進めると，その予感は多か

れ少なかれ当たる．この現象にかかわる

遺伝子を同定した，酵素の立体構造を解

析した，生体分子を全合成した……しか

し，はたしてそれで生命を理解したこと

になるのか，とふと思う．10の酵素に

よる解糖系，細胞質のどこでどのように

して連続的に酵素反応が進むのか，実は

まだ説明できていない．クロマチンの凝

集，セカンドメッセンジャーの高濃度，

シグナル伝達タンパク質のリン酸化，転

写因子による遺伝子発現，当たり前に

知っていることの意義・現象が実は説明

できていない．わかっているようでわ

かっていないことが多くある．そんな現

状と願いとのギャップを埋めてくれる

「相分離生物学」が誕生している．

タンパク質が細胞内で相分離してドロ

プレットになった状態．この状態を考え

ることでさまざまな生命現象を理解でき

ると本書で力説されている．タンパク質

研究において，「構造機能相関」研究か

ら細胞内での状態を観察する「状態機能

相関」研究へとパラダイム転換が起こっ

ている．この転換の過程について，順を

追った丁寧な説明がある．パラダイム転

換が，一つの研究でガラッと置き換わる

ものでなく，地味地道な研究の積み重ね

の上に徐々に起こったことがわかって楽

しい．遺伝子の発現とシグナル伝達，ノ

ンコーディングRNAの働き， Rubiscoを

例とする細胞内での酵素反応場の構築，

タンパク質凝集の積極的役割，アクティ

ブマター，分子クラウディング……核酸

が主役と考えられていた生命現象も含

め，さまざまなことにタンパク質の存在
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